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作

者

と

い

い

、

そ

て
、
経
済
的
利
用
樅
（
著
作
杷
）

る
人
格
権
（
著
作
者
人
格
植
）
を
乎
有
す
る

〔
箸
作
権
の
内
容
〕

苦
作
細
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
著
作
物
を
経
済

的
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
浣
で
利
朋
す
る
こ
と
が

で
き
る
樅
利
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

複
製
（
印
閲
、
投
写
簿
）
、
録
音
、
録
画
と
い
う
よ

う
な
有
形
的
‘
｛
は
利
同
、
上
演
、
演
奏
、
口
述
、
放

送
、
展
示
，
上
映
と
い
う
よ
う
は
無
形
的
な
利

用
、
翻
訳
、
編
曲
、
閻
色
、
映
画
化
、
翻
案
と
い

う
よ
う
な
間
接
的
な
転
用
が
あ
け
ら
れ
る
。
炭
行

一
著
作
権
法
（
第
一
条
）
は
こ
の
こ
と
を
「
複
製
」

一
楓
念
で
す
べ
て
包
合
さ
せ
て
い
る
が
、
実
隊
間
閉

一
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
「
展
示
L

に
つ
い
て
粕

＿
利
が
及
ぶ
も
の
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
「
知
布
」

一
の
櫂
利
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
等
に
つ
い
て

む
ず
か
し
い
霰
論
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
，
一
般
的
に
は
、
署
作
者
に

一
熊
断
で
、
論
文
を
転
晶
｀
し
、
誼
演
を
録
音
し
、
脚

―
庄
乞
上
訊
ピ
音
楽
を
演
奏
す
る
と
い
う
よ
う
な

で
あ
る
こ
と
を

坦
解
す
九
ば
た
り
る
。

汰
お
、
こ
の
場
合
に
謬
い
て

r

上
演
、
涼
奏
等

の
い
わ
ゆ
る
禁
形
的
な
利
用
は
、
公
衆
に
対
し
行

は
は
じ
め
に
〕

著
作
権
と
は
、
著
作
省
が
そ
の
著
作
物
を
狐
占

排
他
的
に
利
用
し
う
る
糧
汀
、
す
汀
わ
ち
、
著
作

者
の
み
が
そ
の
薯
作
物
を
み
デ
か
ら
利
用
し
、
あ

る
い
は
他
人
を
し
て
莉
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

著
作
者
以
外
の
者
の
支
配
を
認
め
な
い
と
こ
ろ
の

権
利
を
い
う
。

著
作
塩
は
、
熊
体
の
知
的
所
店
を
客
体
と
す
る

櫂
利
で
あ
っ
て
、
特
許
置
意
四
施
等
の
エ
薬
所

一
言
麿
と
と
も
に
燕
体
璧
晨
栴
あ
る
い
は
知
的
可
育

一
楡
と
旺
ば
礼
有
佑
物
を
客
仕
と
す
}
―
あ

一
＂
心
祈
宥
粋
と
そ
の
性
柘
を
虞
に
す
る

-
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箸
作
権
は
、
，
著
作
物
が
創
作
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
孤
作
と
同
時
に
，
い
か
な
る
方
式
ま
た
は
手
続

き
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
著
作
者
に
当
然
に

発
生
す
る
（
い
わ
ゆ
る
網
方
式
主
義
）
。
こ
の
点
に

捻
い
て
、
著
作
極
は
特
許
庁
に
出
顔
し
て
壺
録

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
権
利
が
発
生
す
る
工
業
所

有
楕
と
は
、
根
本
的
に
異
な
る
。

わ
が
匡
に
認
い
て
は
、
著
作
権
は
、
著
作
権
法

（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
三
十
九
号
）
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
て
い
る
。

〔
著
作
物
〕

八
間
は
、
小
説
を
書
き
、
演
説
を
行
な
い
、
作

曲
を
し
、
絵
を
摺
き

f

写
稟
を
撮
る
と
い
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
感
情
を
外
部
に
表
現
す

召
こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
思
想
感
情
が
、
独
創

的
に
、
か
つ
、
言
栢
、
音
、
碧
ぶ
り

p

膨
状
衣
ど

を
媒
介
と
し
て
外
部
か
ら
客
観
的
に
認
峨
し
う
る

謳
度
に
表
現
さ
⑰
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
芸
、
学

術
、
美
術
ま
た
は
音
楽
の
篤
罰
に
属
す
る
も
の

乃
著
作
物
と
し
て
法
律
上
の
保
襲
を
叉
け
る
。

着
作
物
を
大
別
す
る
と
、
①
小
説
、
脚
本
、
論

文
、
油
説
等
の
言
語
の
著
作
約
、
②
音
楽
の
馨
作

物
、
③
坪
踊
ま
た
は
熊
言
関
の
蒜
作
物
、

臣
、
版
面
、
背
刻
、
建
築
物
、

な
う
も
の
に
優
り
℃
櫂
利
炉
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ

ー
と
に
祖
意
ず
る
。

〔
薔
作
指
の
制
限
」

環
行
寧
『
作
櫂
法
は
、
露
翠
三
十
条
に
お
い
て
、
個

人
的
複
羹
引
用
、
氣
料
奥
行
、
レ
コ
ーl
g

ふ
筐
羹

尊
の
特
定
の
行
為
を
、
困
所
の
明
示
を
条
件
と
し

て
、
自
由
と
し
て
い
る
，

〔
保
褻
期
間
〕

窪
行
暮
作
紐
法
上
、
一
般
の
華
作
権
は
署
作
者

の
生
存
醐
お
よ
び
死
後
一
二
十
七
年
（
佃
名
。
疫
名

の
楊
合
は
公
表
後
三
十
七
年
）
、
団
体
名
義
の
若
作

物
の
著
作
櫂
は
公
表
後
三
十
二
年
¥
写
真
の
著
作

権
は
発
行
後
十
二
年
、
そ
れ
ぞ
九
屎
設
さ
仇
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
翻
訳
権
に
つ
い
て
は
、
原
著

作
物
の
発
行
後
十
年
内
に
そ
の
翻
訳
物
が
発
行
さ

れ
な
い
と
き
は
消
滅
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

〔
著
作
楷
侵
害
〕

著
作
植
者
（
著
作
者
、
そ
の
相
続
，
人
、
空
た
は

苦
作
施
の
譲
渡
を
受
け
た
者
）
の
了
解
（
許
詰
）

で
著
作
旗
の
内
容
た
る
行
為
を
な
せ

怜
り
、
民
事
ヒ
（
損
害
賠
偉

孟
刑
罰
）
の
賓
任
を
追
求
さ

ヽ
・
、
ヽ

'~ r
}
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.' 熔
〗

虹
る

r
〔
著
作
者
人
格
権
l

著
作
者
は
、
そ
の
着
作
物
に
関
す
る
人
格
的
利

美
術
の
著
作
物
、
⑤
地
図
、
設
計
図
、
図
褒
模
一

型
等
の
学
術
的
な
著
作
物
責
写
真
の
著
作
物
、
一

⑦
映
画
の
著
作
物
、
な
ど
が
あ
げ
ら
，
訊
る
。
こ
の

よ
う
な
分
類
に
よ
る
原
始
的
は
意
味
に
お
け
る
著

作
物
の
み
な
ら
ず
、
雫
101

作
物
を
翻
訳
し
、
編
曲
一

し
、
脚
巴
し

7

翻
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
創
作
し
一

た
も
の
（
二
次
的
著
作
物
）
、
あ
る
い
は
著
作
物
の
一

編
集
物
（
編
集
著
作
物
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
蒋
作
物
一

で
あ
る

C

た
と
え
ば
、
こ
の
文
自
体
も
一
つ
の
苦

作
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
文
部
時
報
全
体
も

多
扱
の
著
作
物
を
編
集
し
た
著
作
物
と
い
う
こ
と
＿

に
な
る
（
し
た
バ
か
っ
て
、
末
尾
に
附
せ
ら
れ
た

一
著
作
梱
所
有
文
部
省
」
の
表
示
旦
網
集
菩
一

作
寵
者
が
文
部
省
で
あ
る
こ
と
を
脅
芦
呼
ビ
各
拇
一

載
論
文
個
々
の
菩
作
栴
を
も
含
む
も
の
で
は
な

＞．ヽ
著
作
物
は
、
必
ず
し
も
宥
伸
物
（
た
と
え
ば
文
一

瞥
）
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
せ
ず
へ
．
口
声
の
一

演
説
そ
れ
自
体
も
著
作
物
で
あ
り
う
る
が
、
い
か
＿

に
す
ぐ
れ
た
思
想
感
情
で
あ
っ
て
も
、
人
間
の
頭

脳
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限
り
に
詞
い
て
は
、

着
作
物
と
い
う
こ
と
は
で
き
危
い
。

〔

箸

作

者

〕

一

〈
法
人
を
含
む
0
)

を
著
―

（
著
作
者
人
絡
櫂
）
、
ず
な
わ

も
r

官
万
を
変
更
さ
れ
な
い
穏
利

（
氏
名
哀
示
揺

y
著
作
物
の
題
号
。
内
容
定
改
哀

さ
れ
な
い
塩
利
（
改
変
等
禁
止
譴
）
な
ど
を
有
す

る
。
学
者
に
よ
っ
て
は
、
財
産
的
権
利
で
あ
る
著

作
権
と
こ
の
よ
う
ほ
善
作
者
人
柊
権
と
を
給
称
す

る
概
念
と
し
て
の
著
作
者
の
糧
利
を
、
「
岩
作
楢
」

の
用
語
を
用
い
て
喪
現
す
る
も
の
も
い
る
。

〔
養
作
歳
詞
度
の
全
面
的
改
正
〗
一

尻
在
、
文
部
省
に
詞
い
て
は

r

現
行
著
作
権
滋

炉
今
日
応
お
け
る
着
作
惚
の
利
用
手
段
の
高
度
に

発
達
し
た
時
代
の
翌
鵬
に
応
じ
が
た
い
も
の
で
あ

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
著
作
控
保
殴
の
匡
際
凶
葦

準
へ
の
到
達
（
た
と
え
ば
、
保
霰
期
間
を
著
作
者

の
死
悛
五
十
年
と
し
、
レ
コ
ー
ド
襖
奏
に
つ
い
一
J

の
旅
利
を
認
め
る
竿
P

)

そ
の
他
を
内
容
と
す
る
著

作
櫂
制
度
の
全
面
的
な
改
正
の
た
め
の
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
お
わ
り
に
〕

「
著
作
権
」
の
用
語
の
説
明
と
し
て
は
、
以
上

の
好
か
に
、
条
約
閲
係
そ
の
他
尽
す
べ
き
点
が
多

多
あ
望
か
、
紙
数
の
関
係
で
省
略
す
る
。
最
後

に
、
著
作
璽
尋
重
の
意
識
の
関
係
者
各
泣
に
お
け

る
開
発
普
及
方
を
期
待
し
て
や
ま
注
い
。

（
文
化
局
著
作
桐
課
緑
長
葡
佐
）
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文

11月 第1084号

＂，
 立口

な` 、） ！ 1 -ゃニ
行政学会印刷所

営業所株式会社 帝国地方行政学会

東京都新宿区西五附町 52番地

霞話京京 (2G8)2141（代麦）

振替口座京京10,000番

省
昭和42年11月5日

昭和42年11月10日

印刷
マ'， 9-，
95;仁i

定価 70円(〒 6円）

年 間 購 読 料 840円

＊ 一年外前金の極合は、送料・は当社負逗でお送

りします心

＊ ただし・..鈴＇六号、隔時号の揚合は別に代金を

申しうけます。なお、闊諒の申し込みは、直按

営業所またはもよりの魯店にお願いします。
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